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Ⅰ．はじめに Ⅲ．調査１ 結果②

本研究は、教師の過労が問題視されていることに着目し、
将来的に懸念される人手不足、教師の労働負担の解消の
ために、教師の労働の一部にAIを用いることで業務を改善
することを目的としたものである。
教育現場でAIを利用するにあたり、学習補助としてのAI活
用の一助となる知見を得ることは、今後の「教え方」や「学び
方」に大きく影響するものであると考えられる。
そこで、実際に学習者である生徒にAIを利用してもらうこ
とでその効果の検証及び有用性の確認を行った。
また、教育者である教師へ有用性の確認と、どのような業
務が負担になっているか確かめる調査を行った。

図２ t検定「AIと教師どちらを選ぶか」×「AIの忠実性への不信感］

「（英語）AIと教師どちらを選ぶか」という質問に対する回答
（教師・AI）を群分け変数にし、ｔ検定を行った結果、「人工
知能(AI)に関する信頼感尺度」のAIの忠実性への不信感に
ついて、有意な差を確認することができた。

Ⅱ．研究方法

＜調査１＞

調査対象 ： O県立O高校の1・2年生 （有効回答211名）
調査期間 ： 2023年6月12日〜6月26日
方法
PerplexityAIを利用した後、アンケートを実施・収集1)

・性別 ・学年 ・AIの利用に関する項目
・「人工知能(AI)に関する信頼感尺度」に関する項目2)

・調査から得られたデータを統計的に分析

＜調査２＞
調査対象 ： O県立O高校の英語教師 （有効回答7名）
調査期間 ： 2023年9月22日～9月29日
方法
PerplexityAIを利用した後、アンケートを実施・収集1)

・負担の大きい業務内容 ・AIの利用状況
・「人工知能（AI)に関する信頼感尺度」に関する項目2)

・調査から得られたデータを可視化

Ⅳ．調査２ 結果

図３ 「人工知能(AI)に関する信頼感尺度」 各因子の平均値（英語教師）

使用した尺度を使用して、英語教師に質問を行った結果、
AIに対する「不信感」より「信頼感」の方が高いという結果が
示された。

Ⅴ．考察

Ⅲ．調査１ 結果① 調査結果から以下のことが明らかとなった。
・AIの回答の信頼性評価は使用した尺度に影響している
・英語において教師を信頼する人はAIへの不信感が高い
・英語教師はAIを社会有益性のあるものだと考えている。
今後の課題として、英文解釈や、英文の構造の意図を詳し
く説明することに特化したAIを開発する必要がある。

図１ AIの忠実性への不信感における回帰分析

重回帰分析を行った結果、各教科に関するAIからの応答
への信頼性評価は、「人工知能(AI)に関する信頼感尺度」
の各因子に影響及ぼしていることが確認された。
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